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埼
玉
成
恵
会
病
院
は
、
比
企
医
療
圏
に
お
け
る
急
性
期
中
核
病
院
で
あ
り
、

地
域
の
医
療
を
守
る
た
め
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
働
い
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
、
埼
玉
成
恵
会
病
院
の
院
長
と
し
て
、
真
心
が
あ
り
、
誠
実
で
透
明

性
の
高
い
医
療
を
提
供
し
、
整
形
外
科
、
手
外
科
、
救
急
医
療
、
生
活
習
慣

病
、
消
化
器
病
、
リ
ウ
マ
チ
性
疾
患
な
ど
の
専
門
分
野
と
一
般
診
療
の
充
実

を
は
か
る
よ
う
に
職
員
と
共
に
努
力
い
た
し
ま
す
。

　

ご
存
じ
の
通
り
に
医
療
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
が
、

埼
玉
成
恵
会
病
院
は
、
こ
れ
か
ら
も
信
頼
で
き
る
病
院
と
し
て
患
者
さ
ん
を

第
一
に
考
え
、
地
域
医
療
に
貢
献
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

埼
玉
成
恵
会
病
院

院
長
就
任
の
ご
挨
拶三村

俊
英

元埼玉医科大学リウマチ膠原病科教授。
1984年浜松医科大学卒業後、虎の門病院で研修医となる。
1988年に東京大学第３内科に入局し、同年、アメリカ・ノースカロライナ
大学チャペルヒル校に留学する。
1992年に東京大学第３内科、1997年に同大学アレルギー・リウマチ 
内科所属となる。
2002年に埼玉医科大学リウマチ膠原病科に助教授・診療科長として
赴任する。
2004年に同教授に就任、副院長、埼玉医科大学副学長を歴任する。
2025年4月より埼玉成恵会病院院長就任となる。

経歴
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　埼玉成恵会病院のMRI装置は1998年の病棟建設時よ
り可動を続け、今年（2025年）まで27年もの間、稼働
を続けてきました。しかし騒音ノイズなどの患者さんへの
快適性向上や液体ヘリウムの消費量など、現在の社会情勢
などを見据え、新規交換を行うことになりました。
　この新規交換（更新）作業を行うため、2025年６月
上旬から７月末日までMRIの検査を行えません。検査を
ご希望される患者さんにはご不便、ご迷惑をおかけいたし
ます。
　なおこの更新により検査時の音がとても小さくなり、現
在の100dB※近い騒音ノイズから環境音＋３dB程度まで

下げることができます。また検査を受ける患者さんの快適
性が向上することを期待しています。
　27年間という長い間、稼働ができましたことに感謝し
ております。

　埼玉成恵会病院第１回関節外科センター講演会が
2025年３月11日（火）、17時30分より、埼玉成恵会
病院リハビリ棟１階多目的ホールにて開催されました。
　当日は、特別講演１として埼玉成恵会病院関節外
科センター長の大谷卓也先生に人工股関節置換術：
半世紀の進歩と埼玉成恵会病院での20年の題目で
ご講演をいただきました。人工関節置換術という手
術の方法ができてから、現在までさまざまな試行錯
誤がなされ、現在の形になったとのことです。今の
状態は過去に比べてとても良いものであると
講演されました。人工股関節に迷われている
方は一度、大谷先生の診察を受けていただけ
れば納得されることと思います。
　続いて特別講演２として、東京慈恵会医科
大学 整形外科学講座主任教授の斎藤充先生
より人生100年時代に最後まで歩いて過ご
すために―人工関節から骨粗鬆症対策まで―
という題目のご講演をいただきました。こち
らの内容もとても濃いもので、骨粗鬆症への
見解が変わり、治療の方法も変化しているこ
とに納得しました。斎藤先生は著書の中でも

同様のことを伝えており、気になる方は著書「100
年骨」という本を手に取ってください。
　どちらの先生も、世界的に有名な先生ですが、相
談しやすさ、話しやすさは講演会の中からもわかり
ました。
　職員と一部Webの限定公開でしたが、ホールが
終演まで満席で埋め尽くされていたことからしても、
講演会がとても興味深いものであることを感じ取れ
た方が多かったと思います。

関節外科センター講演会開催
院内研修報告

斎藤充先生大谷卓也先生

MRI装置 新規交換（更新）のお知らせ

※�100dB（デシベル）は、電車が通る
ガード下や道路工事などの際にコン
クリート・アスファルトを砕く時の音を
多くの例えに利用されることが多いで
す。また、３dB（デシベル）は、人の呼
吸音として例えることが多く、周りの
環境音を足しても差が大きくわかるこ
とと思います。詳細は、診療時または
受診時にてお問い合わせください。

埼玉成恵会病院では、今後市民の皆様を対象に「公開講座」を開催します。
詳細については後日ホームページや院内掲示にてご案内いたします。お 知 ら せ

3



っ
て
も
、
安
静
に
し
て
動
か
し
て
い
な

い
時
に
は
痛
み
が
出
に
く
い
、
ま
た
は

感
じ
な
い
こ
と
で
す
。
ま
た
、
関
節
の

骨
が
出
っ
張
っ
て
く
る
の
も
特
徴
で
す
。

　

手
指
の
第
１
関
節
に
は
、
へ
バ
ー
デ

ン
結
節
と
い
う
骨
の
出
っ
張
り
が
で
き

ま
す
。
膝
関
節
や
股
関
節
に
も
痛
み
が

出
る
こ
と
が
多
い
で
す
。
こ
の
病
気
は

加
齢
の
変
化
で
す
の
で
、
根
本
的
に
改

善
す
る
こ
と
は
困
難
で
、
対
症
的
に
痛

み
止
め
を
使
う
か
、
関
節
の
手
術
を
行

う
か
の
治
療
が
一
般
的
で
す
。

　

ど
ち
ら
も
当
院
の
整
形
外
科
が
中
心

と
な
っ
て
担
当
し
ま
す
。
気
に
な
る
方

は
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

関
節
リ
ウ
マ
チ
は

全
身
性
の
自
己
免
疫
疾
患

　

一
方
、
今
回
の
話
題
の
関
節
リ
ウ
マ

チ
は
、
関
節
の
痛
み
と
こ
わ
ば
り
感
、

関
節
の
腫
れ
（
医
学
的
に
は
腫
脹
と
い

い
ま
す
）
と
、
関
節
が
熱
を
持
つ
の
が

特
徴
で
す
。
こ
れ
ら
の
症
状
は
関
節
に

炎
症
が
あ
る
こ
と
を
示
し
ま
す
。

　

痛
み
の
出
る
関
節
は
、
左
右
対
称
の

こ
と
が
多
く
、
手
指
の
第
２
関
節
（
第

１
関
節
は
親
指
以
外
は
腫
れ
ま
せ
ん
）、

手
指
や
足
指
の
付
け
根
、
手
首
、
膝
、

肘
や
肩
、
股
関
節
、
頚
椎
な
ど
の
い
く

つ
か
の
関
節
が
一
般
的
で
す
。

　

手
指
な
ど
の
こ
わ
ば
り
感
は
、
30
分

か
ら
１
時
間
以
上
で
あ
り
、
１
～
２
分

程
度
の
も
の
は
関
節
リ
ウ
マ
チ
の
可
能

性
は
低
い
と
思
い
ま
す
。
も
と
も
と
、

関
節
リ
ウ
マ
チ
は
英
語
で
は
、rheu 

m
atoid arthritis

（
リ
ウ
マ
チ
の
よ

う
な
関
節
炎
）
と
呼
ば
れ
ま
す
。
つ
ま

り
、
前
に
示
し
た
よ
う
な
関
節
の
炎
症

を
来
す
病
気
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

関
節
リ
ウ
マ
チ
は
、
日
本
に
は
お
よ

そ
75
万
人
か
ら
80
万
人
の
患
者
さ
ん
が

い
ま
す
。
女
性
の
ほ
う
が
３
倍
ほ
ど
多

く
、
20
歳
代
か
ら
中
年
、
そ
し
て
高
齢

者
ま
で
か
か
り
ま
す
。

　

原
因
は
い
ま
だ
に
不
明
で
す
が
、
遺

伝
的
な
要
素
に
加
え
て
、
喫
煙
や
歯
周

病
な
ど
環
境
要
素
が
誘
因
に
な
り
、
自

分
の
免
疫
機
構
が
自
分
の
関
節
を
攻
撃

す
る
全
身
性
自
己
免
疫
疾
患
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
関
節
の
滑
膜
と
い
う
関
節
の

内
張
り
の
膜
に
炎
症
の
主
体
が
あ
り
、

多
数
の
関
節
炎
、
関
節
破
壊
や
変
形
、

関
節
機
能
障
害
を
来
す
と
と
も
に
、
血

液
検
査
で
炎
症
反
応（
Ｃ
Ｒ
Ｐ
や
血
沈
）

上
昇
を
認
め
、さ
ら
に
間
質
性
肺
炎（
空

咳
や
息
切
れ
が
続
き
ま
す
）
や
血
管
炎

（
手
や
足
の
し
び
れ
感
や
皮
膚
の
潰
瘍

慢
性
的
な
関
節
の
痛
み
に
は

要
注
意

　

関
節
が
痛
い
こ
と

は
稀
で
は
な
い
と
思

い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
、

一
度
や
二
度
は
身
体

の
ど
こ
か
の
関
節
に

痛
み
を
感
じ
た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
痛
み
が
あ
っ
て
も
原

因
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
、
１
～
２
週

間
以
内
に
痛
み
が
消
失
す
る
よ
う
な
も

の
は
心
配
な
い
で
し
ょ
う
。
で
も
、
い

つ
ま
で
も
痛
み
が
続
く
場
合
、
複
数
箇

所
に
痛
み
が
出
て
い
る
場
合
、
安
静
に

し
て
い
て
も
痛
み
が
軽
快
し
な
い
場
合
、

痛
み
が
悪
化
し
て
き
て
い
る
場
合
な
ど

は
心
配
で
す
ね
。
短
期
間
で
痛
み
が
出

現
す
る
も
の
は
「
急
性
」
の
関
節
痛
、

ゆ
っ
く
り
始
ま
り
長
く
持
続
す
る
も
の

は
「
慢
性
」
の
関
節
痛
と
い
い
ま
す
。

　

長
く
続
く
関
節
の
痛
み
、
慢
性
関
節

痛
の
中
で
も
１
～
３
関
節
程
度
の
少
な

い
関
節
に
痛
み
が
出
る
も
の
の
代
表
格

は
、「
変
形
性
関
節
症
」
で
す
。
こ
の

病
気
は
、
加
齢
に
よ
る
変
化
、
関
節
に

過
重
負
荷
が
続
い
た
場
合
な
ど
に
起
き

や
す
い
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
病
気
の
特
徴
は
、
関
節
に
痛
み
が
あ

シリーズ

こんなお困りの症状はありませんか？

関節リウマチ関節リウマチ
についてについて

埼玉成恵会病院　院長 三村俊英

図1 関節リウマチの患者さんの手
（三村自験例）

変形はないが、関節の腫脹と発赤が目立つ
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合併症；
間質性肺炎、血管炎、など

滑
膜
の
異
常

炎
症
自
己
免
疫

関節炎

関節破壊の進展

RA
UA
Pre
clin
ical
RA

その他の要素

喫煙口腔内細菌
（歯周病など）

遺伝の要素

RA；関節リウマチ
UA；診断未確定関節炎（早期関節炎）
Preclinical RA；関節リウマチ発症前
ACPA；抗CCP抗体（血液検査）
RF；リウマトイド因子（血液検査）

ACPA,RF
陽性（数値上昇）

ACPA,RF
陽性

な
ど
を
起
こ
し
ま
す
）
な
ど
様
々
な
臓

器
障
害
も
合
併
す
る
こ
と
が
あ
る
病
気

で
す
（
図
２
）。

早
期
診
断・早
期
治
療
が
重
要

　

近
年
、
治
療
薬
の
進
歩
に
よ
り
疾
患

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
可
能
と
な
っ
て
き
た

こ
と
か
ら
、
発
症
早
期
か
ら
認
め
ら
れ

る
関
節
破
壊
を
抑
制
す
る
た
め
に
、
早

期
診
断
・
早
期
治
療
が
重
要
視
さ
れ
て

い
ま
す
。
治
療
標
的
の
設
定

や
治
療
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
更

新
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
当

院
で
は
、
診
察
所
見
に
加
え

て
、
血
液
検
査
や
関
節
エ
コ

ー
、
関
節
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
な
ど

の
最
新
の
医
療
技
術
を
駆
使

し
て
、
早
期
に
的
確
な
診
断

を
行
い
ま
す
。

　

診
断
確
定
後
に
は
速
や
か

に
感
染
症
の
有
無
を
確
認
し

て
、
患
者
さ
ん
の
状
態
や
ご

希
望
に
応
じ
て
最
適
と
考
え

ら
れ
る
治
療
を
早
期
か
ら
行

い
ま
す
。
中
心
と
な
る
薬
剤

は
メ
ト
ト
レ
キ
サ
ー
ト
（
Ｍ

Ｔ
Ｘ
）
と
呼
ば
れ
る
抗
リ
ウ

マ
チ
薬
で
す
が
、他
に
も
病
態
な
ど
に
応

じ
て
表
に
挙
げ
た
よ
う
な
様
々
な
薬
剤

を
使
用
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
の
薬
剤
を
用
い
て
、
寛か

ん

解か
い

ま
た
は
低

疾
患
活
動
性
と
呼
ば
れ
る
状
態
が
持
続

す
る
よ
う
に
治
療
を
調
節
し
ま
す
。
こ

れ
に
よ
っ
て
、
関
節
の
破
壊
や
変
形
を

防
ぎ
ま
す
。
寛
解
な
ど
の
良
い
状
態
が

持
続
す
れ
ば
薬
剤
の
減
量
も
可
能
で
す
。

　

最
後
に
、
関
節
リ
ウ
マ
チ
と
診
断
は

さ
れ
な
く
て
も
、
関
節
痛
（
特
に
手
関

節
や
手
指
ま
た
は
足
指
の
付
け
根
の
関

節
）
が
持
続
し
、
抗
Ｃ
Ｃ
Ｐ
抗
体
や
リ

ウ
マ
ト
イ
ド
因
子
（
Ｒ
Ｆ
）
と
呼
ば
れ

る
関
節
リ
ウ
マ
チ
と
関
係
の
深
い
血
液

検
査
が
陽
性
な
ら
、
将
来
関
節
リ
ウ
マ

チ
に
発
展
す
る
早
期
関
節
炎
の
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
ご
心
配
な
ら
当
院
リ
ウ

マ
チ
科
を
受
診
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め

し
ま
す
。

　

当
院
で
は
、
リ
ウ
マ
チ
科
医
師
が
、

患
者
さ
ん
と
十
分
に
相
談
し
、
説
明
を

し
た
う
え
で
、
納
得
さ
れ
る
最
適
な
医

療
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

図2 関節リウマチの発症・経過（三村作）

表 日本で使用される代表的な抗リウマチ薬
抗リウマチ薬 製品名

通常型抗リウマチ薬
内服薬

メトトレキサート
アザルフィジンEN
リマチル
プログラフ
ケアラム
ミゾリビン

生物学的抗
リウマチ薬
（バイオ）

点滴/皮下注射
製剤

腫瘍壊死因子（TNF）
阻害薬

（主にメトトレキサート
と併用）

レミケード（バイオシミラーあり）
エンブレル（バイオシミラーあり）
ヒュミラ（バイオシミラーあり）
シンポニー
シムジア
ナノゾラ

IL-6阻害薬
（単剤でも使用）

アクテムラ
ケブザラ

T細胞活性化阻害薬
（単剤でも使用） オレンシア

JAK阻害薬
内服薬（単剤でも使用）

ゼルヤンツ
オルミエント
リンヴォック
スマイラフ
ジセレカ

関節リウマチの関節正常な関節

滑膜の
炎症

正常滑膜

正常軟骨 骨・軟骨
破壊
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日本で1年間に新たに大腸がんと診断された人数は、2018
年では男性は約9万人、女性は約7万人でした。臓器別にみる
と、大腸がんは男性では3番目に、女性では2番目に多いがん
です。手術件数は年々増加傾向にあります。

日本人の死因で、もっとも多い病気はがんです。
その中でも大腸がんは、臓器別の死亡者数で上位に入ります。
大腸がんは、早期の段階で治療を行えば高い確率で、
完全に治すこと（治癒）ができます。
大腸がんは早期の段階では、
症状を自覚することがほとんどありません。

当院では �消化器病センター顧問  
宇田川晴司先生(虎の門病院 前分院長) 
消化器病センター顧問  
上野正紀先生（虎の門病院副院長）ご指導の下、

虎の門病院の医師と協力し、 
大腸がんに対する腹腔鏡手術を開始いたしました。

消化器病センター
のご案内

早期発見と再発防止

スタッフの紹介

診察日の詳細はお問い合わせください
手術症例は内視鏡手術で、胃がん・大腸がん共に、
虎の門病院の経験豊富な医長の先生方と
当院の清水先生とで執刀します。

早期退院、早期社会復帰

早期の発見には、40歳以上の方は
大腸内視鏡検査を受けることをお勧めします。

腹腔鏡手術は術後の回復が早く、
早期退院、早期社会復帰が可能です。

― 虎の門病院と病診連携の関係 ―

井利雅信先生 常勤
火曜日・金曜午前
◆消化器病センター長　虎の門病院
担当  �消化器内視鏡、肝・胆・膵、腹部超音波

宇田川晴司先生 
週２回
◆埼玉成恵会病院　消化器病センター顧問
◆虎の門病院　前分院長

花岡 裕先生 
◆虎の門病院　
　下部消化管外科医長
担当  �大腸癌手術担当

春田周宇介先生 
◆虎の門病院　
　上部消化管外科医長
担当  �胃癌手術

上野正紀先生 
第４土曜日
◆埼玉成恵会病院　副院長、院長補佐
　消化器病センター顧問
◆虎の門病院　副院長　消化器外科（上部消化管）部長

古謝亜紀子先生 常勤
水曜午前・木曜午前（初診別対応あり）
◆内視鏡センター長　専門  �消化器内科、内視鏡

清水広久先生 常勤
月曜〜金曜午前（初診別対応あり）
◆外科部長　専門  �消化器外科、一般外科

大楽勝了先生 非常勤
土曜日
専門  �消化器内科


